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１ 特別支援教室概要 

  （１）拠点校  第三中学校 情緒障害等特別支援教室 

  （２）教職員  校 長 小熊 克也 

          副校長 武田 保明 

          主 任 萩野 領介  林 直也  町井 陽介   

副主任 関田 淳子  新里 瞭  田中 春那  専門員 白砂 慶子 

  （３）開設   令和２年４月１日 

  （４）第三中学校グループ  拠点校：第三中学校  

巡回校：第六中学校 霞台中学校 吹上中学校 新町中学校 泉中学校 

２ 対象生徒 

   青梅市立中学校の通常学級に在籍する生徒で、自閉症、注意欠陥多動性障害、情緒障害、学習障害の

診断があり個別指導や小集団指導を必要としている生徒です。（ただし、知的障害を除く） 

３ 特別支援教室の指導方針 

     一人一人の生徒の実態や発達段階、課題等を十分把握し、個別の指導計画を作成します。個に応じ

た教材を使用して、コミュニケーション能力の育成や認知機能の向上など、一人一人の生徒のニーズ

に応じた指導を行います。 

４ 指導期間 

     指導開始後は、十分な評価がされないまま指導が継続されることのないよう、指導の成果を振り返

り、指導開始当初の指導目標の達成状況を確認することが重要です。そこで、学校生活の一年間のサ

イクルが終了する時点で、必ず振り返りを行うという趣旨で、指導期間が原則一年間と定められてい

ます。校内委員会で指導の継続が必要と判断され、保護者、本人と合意形成が得られた場合は、指導

期間を１年間延長することができます。その後の支援についても、指導の振り返りを行いながら、生

徒の状況に応じた適切な支援を検討していきます。 

５ 指導形態 

    通常の学級に在籍する生徒が、普段はそれぞれの学級で学習しながら、決められた曜日または時間に

「特別支援教室」に通ってくる「通級制」をとります。生徒の実態や特性、在籍学級の時間割などを考

慮し、通級する曜日や指導時間数を決め、課題に応じて個別指導及び小集団での指導を行います。 

６ 第三中学校グループ生徒数（令和７年４月１日現在） 

  

  

第三中 第六中 霞台中 吹上中 新町中 泉中 学年合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 合計 

１年 ２ 0 0 0 ６ １ ６ １ ５ ２ ４ ０ ２３ ４ ２７ 

２年 ５ 0 0 0 ３ ２ ５ ０ ３ ２ ６ ０ ２２ ４ ２６ 

３年 ３ 0 0 0 ２ ０ １ １ ８ １ ５ １ １９ ３ ２２ 

小計 １０ 0 0 0 １１ ３ １２ ２ １６ ５ １５ １ ６４ １１ ７５ 

合計 １０ 0 １４ １４ ２１ １６ 

７５ 

  

拠点校 

１０ 

巡回校 

６５ 

 

７ 指導場所   

各中学校の定める特別支援教室 



８ 指導内容 

自立活動・・・個別指導または、小集団で相手の気持ちを理解する学習や、自分の気持ちを適切に伝える

練習など、ソーシャルスキルトレーニング（コミュニケーション等の学習）を中心とした

指導をします。なお、教科の予習・補習や在籍学級での遅れを取り戻すための学習指導は

行いません。 

９ その他 

① 在籍学級での学年・学校行事などと特別支援教室が重なった場合には、在籍学級が優先となります。 

例) 健康診断、校外学習、宿泊行事、運動会、定期考査 等 

  ② 特別支援教室で指導を受けている時間は出席扱いになります。 

  ③ 在籍校でインフルエンザなどのため、学級や学年が出席停止になった場合には、特別支援教室でも同

様になります。 

  ④ 持ち物：筆記用具 ファイル（特別支援教室が準備） 

１０ 令和７年度 特別支援教室年間予定 

 月 特別支援教室 

１
学
期 

４ 特別支援教室保護者面談 （『個別指導計画』の提示等） 時間割の作成 

５ 特別支援教室開始 

６  

７ 上旬 特別支援教室終了 

 

８ 夏休み 

２
学
期 

９ 上旬 特別支援教室開始 

１０  

１１  

１２ 中旬 特別支援教室終了 

３
学
期 

１ 上旬 特別支援教室開始 

２ 下旬 特別支援教室終了 

３ 『個別指導計画』後期のまとめ・次年度に向けて  保護者面談 

１１ これまでの利用生徒の進路先 

【都立高校】昭和高校 日野台高校 拝島高校 羽村高校 福生高校 武蔵村山高校 多摩高校 小平高校 

五日市高校 秋留台高校 東大和南高校 農業高校 多摩工科高校 八王子桑志高校 

青梅総合高校 第五商業高校 瑞穂農芸高校 砂川高校 稔ヶ丘高校 

青梅総合高校（定時） 瑞穂農芸高校（定時） 

【私立高校】東海大学菅生高校 八王子実践高校 拓殖大学第一高校 昭和第一学園 白梅学園 

工学院大学付属高校 聖パウロ学園高校 帝京大学八王子高校 日本体育大学桜華高校  

聖望学園 東野高校 日々輝学園 大川学園 自由の森学園 専修大学北上高校  

明蓬館高校 

【都立特別支援学校】青峰学園 

【専修学校】武蔵野東高等専修学校 野田蒲田学園杉並調理専修学校 大竹高等専修学校 

【通信制高校】飛鳥未来きずな高校 あずさ第一高校 星槎国際高校 Ｎ高等学校 

【サポート校】ＫＴＣおおぞら高等学院 鹿島学園高校拝島学習センター トライ式高等学院 


